静岡県河川管理事務必携

平成23年３月

静岡県交通基盤部河川砂防局河川砂防管理課

７．許可申請書作成基準
１　申請書は、目的に従って下表の様式によること。
	様式第８

申請の目的
	甲
	乙の１
	乙の２
	乙の３
	乙の４
	乙の５
	乙の６
	乙の７
	乙の８

	水利使用
	第23条
第24条、第26条
	○
	
	
	
	
	
	
	

	土地の占用
	第24条
	
	○
	
	
	
	
	
	

	土石の採取
	第25条
第27条第１項
	
	
	○
	
	
	
	
	

	土石以外の河川の

産出物の採取
	第25条
	
	
	○
	
	
	
	
	

	民地における土石の

採取
	第27条第１項
	
	
	
	
	○
	
	
	

	工作物の新築、

改築、除却
	第24条、第26条
	
	
	
	○
	
	
	
	

	土地の形状変更、竹木の栽植、竹木の伐採
	第27条第１項
	
	
	
	
	○
	
	
	

	土地の占用期間の更新
	第24条
	
	○
	
	
	
	
	
	

	工作物に係る土地の

占用期間の更新
	第24条
	
	
	
	○
	
	
	
	

	河川区域内の土地に

おける物件の洗浄
	令第16条の８
第１項
	
	
	
	
	
	
	○
	

	河川区域内の土地における物件の堆積又は設置
	令第16条の８
第１項
	
	
	
	
	
	
	
	○

	河川区域内の官有の土地における堆積又は設置
	第24条、令第16条の８第１項
	
	○
	
	
	
	
	
	○


（注）１　様式第８とは、河川法施行規則中、別記様式第８をいい、同欄の甲又は乙は、甲用紙と乙用紙を示す。
　　　２　甲欄の条名は、甲用紙に記載すべき条名を示す。

２　申請書及びその添付図書の記載は、次の記載例を参考の上、記入させること。

(1) 記載例１

〔水利使用の許可申請書〕

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　周智郡森町○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　　　　　　　　　　　23

　　別紙のとおり河川法第24条の許可を申請します。

　　　　　　　　　　　　26




備　考
　１　文書番号は個人申請については必要ない。
　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行なうときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の１）

	１　河川の名称
　　　　　　　　　二級河川太田川水系太田川

２　水利使用の目的

　　　　　　　　　○○用水（かんがいのため）

３　取水口、注水口又は放水口の位置

　　　　　　　　　取水口　周智郡森町○○××番地先（太田川左岸）

４　取水量等
　　　　　　　　　しろかき期（　　月　　日～　　月　　日）○○㎥／ｓ

　　　　　　　　　普通かんがい期（　　月　　日～　　月　　日）○○㎥／ｓ

　　　　　　　　　非かんがい期（　　月　　日～　　月　　日）○○㎥／ｓ

　　　　　　　　　かんがい面積　　　　　　　　　　　　　　　○○　ha

５　取水の方法
６　工作物及び土地の占用

名称又は種類
工作物の位置又は

占用の場所
工作物の構造又は能力
占用面積
摘　　要
○　○　樋　管
周智郡森町○○××番地先（太田川左岸）
材質＝コンクリート造
断面の形状＝長方形

内径の大きさ＝○ｍ×○ｍ

ゲート＝スルースゲート

　１門、木製、○ｍ×○ｍ
　ベベルギャー

　手動捲上機付き
○㎡
新　築
又は

改　築
７　土地の掘さく等
８　水利使用の期間

　　　　　　　　　許可の日から10年間

９　工　　　　　期

　　　　　　　　　許可の日から○日間


	


備　考
　１　「水利使用の目的」については、水利使用に係る事業のための施設の総体又は代表的な施設の名称を付記すること。

　２　「取水量等」の記載については、次のとおりとすること。

(1) 　取水量及び使用水量の単位は、立方メートル毎秒（一日最大取水量、一日最大使用水量、年間総取水量及び一日平均取水量にあっては、立法メートル）とすること。

(2) 　発電のためにする水利使用にあっては、最大取水量及び常時取水量のほか、総落差及び有効落差並びに最大理論水力及び常時理論水力を記載し、かつ最大出力、常時出力及び尖頭出力を付記すること。

(3) 　かんがいのためにする水利使用にあっては、しろかき期その他の期間別の最大取水量（最大取水量に86,400秒を乗じて得た料と一日最大取水量とが異なるときは、最大取水量及び一日最大取水量）を記載し、かつ、かんがい面積を付記すること。
(4) 　その他の水利使用にあっては、最大取水量及び一日最大取水量（一定の期間ごとに最大取水量又は一日最大取水量が異なるときは、その期間別の最大取水量及び一日最大取水量）を記載し、かつ、水道のためにする水利使用にあっては、給水人口を付記すること。

(5) 　取水量と使用水量が異なるときは、使用水量をあわせて記載すること。

(6) 　年間総取水量又は一日平均取水量を定めて水利使用を行うときは、これも記載すること。

(7) 　ダムによる流水の貯留を使用して取水するときは、その旨並びに当該ダムの名称、位置及び設置者の氏名（法人にあっては、その名称）を記載すること。

(8) 　その他責任放流等の水利使用の条件があるときは、これを記載すること。

　３　「工作物及び土地の占用」の記載については、次のとおりとすること。

　　　「工作物の構造又は能力」の欄には、工作物の種類ごとに次のような事項について記載すること。

(1) 　堰、頭首工、木工沈床、導流堤

堤体の材質（土俵、そだ、蛇かご、牛枠、木造、コンクリート造などの別）

堤体の規模　堤頂の長さ（河川の流路を完全にしめ切っていないときは、「流路幅○○分の１」などと記載すること。）

下流の河床面から越流頂までの高さ

洪水吐ゲートがあるときは、その種類（スルースゲート、ローラーゲート、テンターゲートなどの別）その高さ、幅、門数及び原動力（手動又は電動の別）
(2) 　樋門、樋管、水門

材質（木造、石造、コンクリート造などの別）断面の形状及び内径または内法の大きさ。
角落しがあるときは、その旨記載すること。

ゲートがあるときは、その種類（スルースゲート、ローラーゲートなどの別）材質（木製、鉄製などの別）大きさ、門数及び原動力（手動又は電動の別）
(3) 　揚水機
ポンプの種類、馬力、台数、原動力及び揚水量
(4) 　集水渠、集水管

延長、内径又は内法の大きさ、接合井及び集水井の数

(5) 　水路、導水管

材質、河川区域内の延長、断面の形状、内径又は内法の大きさ。
(6) 　「占用面積」の欄には、河川区域の土地（河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地を除く。）の占用面積を記載すること。

(7) 　「摘要」の欄には、新築、改築又は除却の別その他参考となるべき事項を記載すること。
　４　「土地の掘さく等」の記載については、次のとおりとすること。
(1) 　河川区域内の土地のいける土捨場の設置、土地の掘さくその他土地の形状を変更する行為（工作物の新築、改築又は除却のためにするものを除く。）及び竹木の栽植又は伐採について記載すること。

(2) 　「摘要」の欄には土捨場、掘さく土量等を記載すること。

　５　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。
〔水利使用の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　水利使用に係る事業の計画の概要
(2) 　使用水量の算出の根拠
(3) 　河川の流量と申請に係る取水量及び関係河川使用者の取水量との関係を明らかにする計算

(4) 　水利使用による影響で次に掲げる事項に関するもの及びその対策の概要
イ　治水

ロ　関係河川使用者（法第28法の規定による許可を受けた者並びに漁業権者及び入漁権者を除く。）の使用

ハ　竹木の流送又は舟若しくはいかだの通航

ニ　漁業

ホ　史跡、名称及び天然記念物
(5) 　法第44条第１項のダムを設置するときは、貯水池となるべき土地の現況及び当該ダムによる流水の貯留により損失を受ける者に対する措置の概要

（以下一部省略）
(6) 　工事計画に係る図書（法第44条のダム以外の工作物の新築又は改築に関する工事計画）

イ　計算書　・工作物に関する水理計算書

・工作物に関する構造計算書

・計画洪水流量及び背水に関する計算書（ダム又は堰以外の工作物については、作成することを要しない。）

ロ　附　表　・占用面積計算書
　　　　　　・水位及び流量表

　　　　　　・工　程　表

ハ　図　面　・位　置　図（縮尺５万分の１）
　　　　　　　・実測平面図
　　　　　　　・実測縦断面図

・実測横断面図

・工作物の設計図

・占用する土地の丈量図
　ニ　工事費概算書
　ホ　その他工事計画に関し参考となるべき事項を記載した図書
(7) 　河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地、施設若しくは工作物を使用して水利使用を行う場合又は河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する工作物を改築し、若しくは除却して水利使用を行う場合にあっては、その使用又は改築若しくは除却について申請者が権原を有すること又は権限を取得する見込みが充分であることを示す書面
(8) 　水利使用に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見込みに関する書面

(9) 　その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　土地台帳図写

　　（公図及び謄本）

(1) 縮尺1,000分の１以上

(2) 法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 申請位置を朱書で明示すること。

(4) 河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

　ロ　現況写真

(2) 記載例２

〔土地の占用の許可申請書〕

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　別紙のとおり河川法第24条の許可を申請します。




備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、指名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の２）

	（土地の占用）

１　河川の名称
　　　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川
２　占用の目的及び態様

　　　　　　　　　畑耕作のため

３　占用の場所
　　　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

４　占用面積
　　　　　　　　　○○平方メートル
５　占用の期間
　　　　　　　　　許可の日から○年○月○日まで




備　考

　１　河川の名称については、水系名、河川名を記載すること。

　２　「占用の目的及び態様」については、田、畑、運動場、公園等を設置する等のために使用する旨を記載し、さらに使用方法の概要を記載すること。

　３　占用の場所については、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。

　４　占用面積の単位については平方メートルとし、小数２位を四捨五入して小数１位にとどめる。
　５　占用の期間については、原則としてその期限は年度末又は月末とすること。

　６　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

〔土地の占用の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　土地の占用に係る事業の計画の概要を記載した図書（土地を占用する理由書を含む。）

(2) 　縮尺50,000分の１の位置図

イ　許可申請箇所を○印で示し、「申請箇所」と朱書きすること。

(3) 　実測平面図

イ　縮尺2,500分の１以上

ロ　申請位置の上、下流の流水その他に影響あると思われる適当な区間とする。

ハ　堤防、護岸、水制、寄洲等の状況、流水の方向及び道路等必要なものを図示し、申請区域及び関連施設等について平面的な外形配置のわかる図面とする。

ニ　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

(4) 　面積計算書及び丈量図

イ　縮尺1,000分の１以上

ロ　計算書は原則として丈量図に記入すること。

(5) 　土地の占用に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を請けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見込みに関する書面

イ　必要がある場合は市町村長の意見書

(6) 　その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　断　面　図
(1) 縦断面図は縮尺縦100分の１、横1,000分の１

(2) 横断面図は縮尺縦100分の１、横100分の１

(3) 横断面図の間隔は50ｍ以内とする。

(4) 実測年月日を記入すること。

　ロ　土地台帳図写
　　　（公図及び謄本）

(1) 縮尺1,000分の１以上

(2) 法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 申請位置を明示すること。

(4) 河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

　ハ　現況写真
(3) 記載例３

〔河川の産出物の採取の許可申請書〕

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　　　　　　　　　　第25条

　　別紙のとおり河川法　　　　　　　の許可を申請します。

　　　　　　　　　　　第27条第１項




備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、指名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の３）

	（河川の産出物の採取）

１　河川の名称
　　　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川

２　採取の目的
　　　　　　　　　販売のため

３　採取の場所及び採取に係る土地の面積

　　　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

　　　　　　　　　○○平方メートル

４　河川の産出物の種類及び数量

　　　　　　　　　○○

　　　　　　　　　○○立方メートル
５　採取の方法
　　　　　　　　　日立ドラグラインバケット容量○立方メートル○HP○台
　　　　　　　　　掘さく積込
　　　　　　　　　トラック○台で運搬　１日平均○立方メートル
　　　　　　　　　掘さく深　　ＨＷＬ－メートル
　　　　　　　　　その他申請添付図面のとおり

６　採取の期間
　　　　　　　　　許可の日から○年○月○日まで



備　考

　１　河川の名称には、水系名、河川名を記載すること。

　２　採取の場所については、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。

　３　土石の採取にあっては、次のとおりとすること。
　　(1)「河川の産出物の種類及び数量」については、砂、砂利、栗石、玉石その他の土石の種類ごとに、その数量を記載すること。

　　(2)「採取の方法」については、機械堀り又は手堀りの別を記載するとともに、機械掘りにあっては、その機械の種類、能力及び数並びに採取に係る掘さく又は切土の深さを記載すること。

　４　採取に係る土地の面積の単位については、平方メートルとし、小数第２位を四捨五入し小数第１位にとどめる。

　５　採取の期間については、許可基準によるものとし、期限は原則として年度末又は月末とする。

　６　「採取の方法」については、採取した河川の産出物の搬出の方法及び経路を付記すること。

７　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　　　　　　　　　　
　　別紙のとおり河川法第25条の許可を申請します。




備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、指名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の３）

	（河川の産出物の採取）

１　河川の名称
　　　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川

２　採取の目的
　　　　　　　　　販売のため

３　採取の場所及び採取に係る土地の面積

　　　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

　　　　　　　　　○○平方メートル

４　河川の産出物の種類及び数量

　　　　　　　　　あし

　　　　　　　　　○○束
５　採取の方法
　　　　　　　　　鎌にて伐採

　　　　　　　　　縄じめのうえ搬出

　　　　　　　　　その他申請添付図書に示すとおり

６　採取の期間
　　　　　　　　　許可の日から○年○月○日まで



備　考

　１　土石以外の河川の産出物の採取に適用する。

２　河川の名称は、水系名、河川名を記載すること。

　３　採取の場所は、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。

　４　「河川の産出物の種類及び数量」については、あし、かや、埋れ木、笹その他の種類ごとにその数量を記載すること。

５　「採取の方法」については、採取した河川の産出物の搬出の方法及び経路を附記すること。

　６　採取の期間については、期限は原則として月末とすること。

７　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

〔河川の産出物の採取の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　河川の産出物の採取に係る事業の計画の概要を記載した図書

(2) 　河川の産出物の採取に係る土地の縮尺50,000分の１の位置図

イ　許可申請箇所を○印で示し、「申請箇所」と朱書きすること。

(3) 　河川の産出物の採取に係る土地の実測平面図

イ　縮尺2,500分の１以上

ロ　採取掘さく位置の上、下流それぞれ500メートルを含むこと。

ハ　搬出経路及びプラントの位置を明示すること。

ニ　堤防及び主要工作物（橋梁）から申請位置までの最短部の距離を記入のこと。

ホ　横断面図照合のため横断面№を記入のこと。
ニ　採取掘削箇所を朱書斜線で囲むこと。

(4) 　土石の採取にあっては、当該採取に係る土地の実測縦断面図及び実測横断面図に当該採取に係る計画地盤面を記載したもの。

イ　縦断面図

(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１

(2) 掘さく箇所中心部の縦断面とすること。
(3) 掘さく箇所の上、下流それぞれ500ｍまでとする。

(4) 測量年月日を記入すること。
(5) 採取掘さく部を斜線で明示すること。

　ロ　標準横断面図
(1) 縮尺　縦300分の１、横3,000分の１

(2) 掘さく計画箇所、掘さく高を記入のこと。

(3) 採取掘さく部を斜線で明示すること。
　ハ　求積横断面図
(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１

(2) 左右岸いずれか一方の堤防を入れ申請区域より余裕50ｍとること。

(3) 横断面図の間隔は50ｍ以内とする。

(4) 標高Ｔ・Ｐ計画のＨ・Ｗ・Ｌの数値掘さく高を記入のこと。

(5) 堤防からの基準となる固定物を記入し、これにより掘さく部に至る距離を記入のこと。

(6) 測量年月日を記入すること。

(7) 採取掘さく部を斜線で明示すること。

(5) 　河川の産出物の採取が他の事業に及ぼす影響及びその対策の概要を記載した図書

イ　漁業組合の同意書

(6) 　河川の産出物の採取に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面または受ける見込みに関する書面

イ　必要がある場合は市町村長の意見書

ロ　自然公園法の適用をされる箇所にあってはその許可書の写
(7) 　その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　ガラを河川区域内の土地に返却するものについては、返却箇所の平面図及び横断面図を添付すること。
ロ　土地台帳図写
　　（公図及び謄本）
(1) 　縮尺1,000分の１以上

(2) 　法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 　申請位置を朱書で明示すること。

(4) 　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

ハ　現況写真

(4) 記載例４

〔工作物の新築等の許可申請書〕

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　　　　　　　　　　　24

　　別紙のとおり河川法第　条の許可を申請します。

　　　　　　　　　　　　26


備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の４）

	（工作物の新築、改築、除却）

１　河川の名称
　　　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川

２　目的
　　　　　　　　　宅地造成に伴う樋門の設置のため

３　場　　　　　所

　　　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

４　工作物の名称又は種類

　　　　　　　　　樋　門

５　工作物の構造又は能力

　　　　　　　　　ステンレス製スルースゲート（0.8ｍ×0.8ｍ）

　　　　　　　　　コンクリート四面張
　　　　　　　　　その他申請添付図面のとおり

６　工事の実施方法
　　　　　　　　　土留用矢板を打設し、堤防を開削して施行する。

工作物の上下流に護岸工事を施行する。

その他申請添付図書のとおり

７　工　　　　　期
許可の日から60日間とする。

８　占用面積
150平方メートル

９　占用の期間
許可の日から　　年　　月　　日まで



備　考

　１　「（工作物の新築、改築、除却）」の箇所には、該当するものを記載すること。
　２　河川の名称は、水系名、河川名を記載すること。

　３　場所は、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。

　４　占用面積については、面積の単位は平方メートルとし、小数第２位を四捨五入し、少数第１位にとどめる。

　５　河川管理者以外の者が、その権原に基づき管理する土地における工作物の新築、改築又は除却にあっては、「占用面積」及び「占用の期間」については、記載しないこと。この場合、所有者の承諾書を添付すること。

　６　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については変更前のものを赤色で併記すること。

〔工作物の新築等の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　新築等に係る事業の計画の概要を記載した図書（工作物を当該場所に設置する理由を含む。）
(2) 　縮尺50,000分の１の位置図

イ　許可申請箇所を○印で示し、「申請箇所」と朱書きすること。

(3) 　工作物の新築又は改築に係る土地の実測平面図

イ　縮尺2,500分の１以上

ロ　申請位置の上、下流の流水、その他に影響あると思われる適当な区間とする。
ハ　堤防、護岸、水制、寄洲等の状況、流水の方向及び道路等必要なものを図示し、申請工作物及び関連施設などについて平面的な外形配置のわかる図面とすること。
ニ　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

(4) 　工作物の設計図（工作物の除却にあっては、構造図）
イ　断　面　図

(1) 縦断面図は縮尺縦100分の１、横1,000分の１

(2) 横断面図は縮尺縦100分の１、横100分の１
(3) 横断面図の間隔は50ｍ以内とする。
(4) 申請工作物と河床が河川管理施設との関係を知ることができる図面とする。
(5) 実測年月日を記入すること。

　ロ　構　造　図

(1) 縮尺　100分の１以上
(2) 申請工作物と河川横断の関係を知ることが出来る図面とすること。

(3) 堤体横過して設置する工作物など（樋門、樋管等）は工作物の断面、水路の断面、流下勾配、敷高、Ｈ・Ｗ・Ｌなどの数値、改修計画定規断面との関連を明示すること。

　ハ　構造詳細図
(1) 縮尺50分の１以上
(2) 必要箇所について記入
(3) 申請工作物設置のため仮締切を必要とするものが、詳細図を添付のこと。なお、仮締切工法Ｈ・Ｗ・Ｌの数値などを明示し掘さく堤防との関係を併せて明示すること。
(5) 　工事の実施方法を記載した図面
イ　工作物の新築等に係る工程表
ロ　工事仕様書
(6) 　占用する土地の面積計算書及び丈量図

イ　縮尺1,000分の１以上

ロ　計算書は原則として丈量図に記入すること。

ハ　計算内訳は占用面積、作業面積別にすること。
(7) 工事費概算書

(8) 河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地において新築等を行なう場合又は河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する工作物について改築若しくは除却を行なう場合にあっては、当該新築等を行なうことについて申請者が権原を有すること又は権限を取得する見込みが十分であることを示す書面

イ　土地所有者の同意書又は契約書の写

(9) 　新築等に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見込みに関する書面
イ　必要がある場合は市町村長の意見書

ロ　自然公園法の適用される箇所にあってはその許可書の写

(10) その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　土地台帳図写

　　（公図及び謄本）

(1) 　縮尺1,000分の１以上

(2) 　法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 　申請位置を朱書で明示すること。

(4) 　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

ロ　工作物の新築等に係る場合で必要な都度添付すべき図書

(1) 　地質資料

(2) 　注水行為に係る浄化施設詳細書

(3) 　注水行為に係る水質分析表

(4) 　構造物安定計算書

(5) 　工作物管理計画書

ハ　現況写真
(5) 記載例５

〔土地の掘さく等の許可申請書〕

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　別紙のとおり河川法第27条第１項の許可を申請します。

　　　　　


備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、名前は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の５）

	（土地の形状の変更）

１　河川の名称
　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川

２　行為の目的
　　　　　　　民地における切込み砂利採取のため

３　行為の場所及び行為に係る土地の面積

　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

４　行為の内容

　　　　　　　切込み砂利採取

　　　　　　　○立方メートル

　　　　　　　最深掘さく部　○メートル

　　　　　　　その他申請添付図書に示すとおり
５　行為の方法

　　　　　　　手掘りにてトラックにより搬出

　　　　　　　その他申請添付図書に示すとおり

６　行為の期間

　　　　　　　許可の日から○年○月○日まで




備　考

　１　民地における土石の採取に適用する。

　２　河川の名称は、水系名、河川名を記載すること。

　３　「行為の内容」の記載については、掘さく面積、採取する土石の種類ごとに、その数量及び掘さくの深さを記載すること。

　４　「行為の方法」の記載については、次のとおりとすること。

(1) 　機械を使用して土地の形状を変更する場合にあっては、その機械の種類、能力及び数量を記載すること。

(2) 　行為に係る土石の搬出又は搬入の方法及び経路を記載すること。

　５　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

　６　申請者以外の土地については、所有者の承諾書を添付すること。

（甲）

	許　可　申　請　書

文書番号　　　

年　　月　　日

　静岡県知事　　　　　　　　　様

住所　静岡市足久保奥組○○　××番地

申請者

氏名　安　藤　太　郎　㊞

　　別紙のとおり河川法第27条第１項の許可を申請します。

　　　　　




備　考

　１　文書番号は個人申請については必要ない。

　２　申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。

　３　宛名は静岡県知事とする。

　４　申請者が法人である場合においては、名前は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

　５　施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。

（乙の５）

	（土地の形状の変更）

１　河川の名称
　　　　　　　一級河川安倍川水系足久保川

２　行為の目的
　　　　　　　砂利の搬出のための坂路築造

３　行為の場所及び行為に係る土地の面積

　　　　　　　静岡市足久保奥組字○○××番の△地先

　　　　　　　○○平方メートル

４　行為の内容

　　　　　　　左（右）岸堤内（外）に拡巾盛土

　　　　　　　巾員○○メートル

　　　　　　　路面勾配○パーセント

　　　　　　　盛土法勾配及び法覆工、○割及び総（筋）芝張

　　　　　　　その他申請添付図書に示すとおり
５　行為の方法

　　　　　　　土取場　　○○地先

　　　　　　　運搬方法　積込機械　トラックショベル　○HP○台

　　　　　　　　　　　　運搬機械　トラック　　　　　　　○台

　　　　　　　運搬路　　堤防天端をしようし、申請位置に盛土拡巾する。
　　　　　　　その他申請添付図書に示すとおり

６　行為の期間

　　　　　　　許可の日から30日間




備　考

　１　「（土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採）」の箇所には、該当するものを記載すること。

　２　河川の名称は、水系名、河川名を記載すること。

　３　行為の場所は、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。

　４　「行為の内容」の記載については、次のとおりとすること。

(1) 　土地の形状を変更する行為にあっては掘さく、盛土、切土その他の行為の種類及び掘さく又は切土の深さ、盛土の高さ等を記載すること。

(2) 　竹木の栽植又は伐採にあっては、竹木の種類及び数量を記載すること。

　５　「行為の方法」の記載については、次のとおりとすること。

(1) 　機械を使用して土地の形状を変更する場合にあっては、その機械の種類、能力及び数を記載すること。

(2) 　行為に係る土石等の搬出又は搬入の方法及び経路を付記すること。

　６　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

〔土地の掘さく等の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　土地の掘さく等に係る事業の計画の概要を記載した図書

(2) 　縮尺50,000分の１の位置図

イ　許可申請箇所を○印で示し、「申請箇所」と朱書きすること。

(3) 　土地の掘さく等に係る土地の実測平面図

イ　縮尺2,500分の１以上

ロ　掘さく位置の上、下流それぞれ500ｍを含むこと。
ハ　堤防及び主要工作物（橋梁）から申請位置までの最短部距離を記入のこと。
ニ　掘さく箇所を朱書斜線で囲むこと。

(4) 　土地の形状を変更する行為にあっては、当該行為に係る土地の実測縦断面図及び実測横断面図に当該行為に係る計画地盤面を記載したもの
イ　縦　断　面　図

(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１

(2) 掘さく箇所中心部の縦断面とすること。
(3) 掘さく箇所の上、下流それぞれ500ｍまでとする。
(4) 掘さく部を斜線で明示すること。
(5) 測量年月日を記入すること。

　ロ　標準横断面図
(1) 縮尺　縦300分の１、横3,000分の１
(2) 掘さく計画箇所及び掘さく高を記入のこと。

(3) 掘さく部を斜線で明示すること。

　ハ　求積横断面図
(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１
(2) 左右岸いずれか一方の堤防を入れ申請区域より余裕50ｍをとること。
(3) 横断面図の間隔は50ｍ以内とする。

(4) 標高Ｔ・Ｐ計画のＨ・Ｗ・Ｌの数値掘さく高を記入のこと。

(5) 堤防から基準となる固定物を記入し、これにより掘さく部に至る距離を記入すること。

(6) 測量年月日を記入すること。

(7) 掘さく部を斜線で明示すること。

(5) 　土地の掘さく等が他の事業に及ぼす影響及びその対策の概要を記載した図書
イ　漁業組合の同意書
(6) 　河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地において土地の掘さく等を行う場合にあっては、当該土地の掘さく等を行うことについて申請者が権原を有すること又は権限を有する見込みが十分であることを示す書面
イ　土地所有者の同意書又は契約書の写
(7) 　土地の掘さく等に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見込みに関する書面

イ　必要がある場合は市町村長の意見書

(8) その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　土地台帳図写

　　（公図及び謄本）

(1) 　縮尺1,000分の１以上

(2) 　法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 　申請位置を朱書で明示すること。

(4) 　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

ロ　現況写真
〔竹木の裁植若しくは伐採の許可申請に係る添付図書〕
(1) 　竹木の裁植若しくは伐採に係る事業の計画の概要を記載した図書

(2) 　縮尺50,000分の１の位置図

イ　許可申請箇所を○印で示し、「申請箇所」と朱書きすること。

(3) 　竹木の裁植若しくは伐採に係る土地の実測平面図

イ　縮尺2,500分の１以上

ロ　竹木の栽植若しくは伐採の位置の上、下流それぞれ500ｍを含むこと。

ハ　堤防及び主要工作物（橋梁）から申請位置までの最短部の距離を記入のこと。

ニ　竹木の裁植若しくは伐採の箇所を朱書斜線で囲むこと。

(4) 　竹木の裁植若しくは伐採が他の事業に及ぼす影響がある場合はその対策の概要を記載した図書

(5) 　河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地において竹木の裁植若しくは伐採を行う場合にあっては当該竹木の裁植若しくは伐採を行うことについて申請者が権原を有すること又は権限を有する見込みが十分であることを示す書面

　イ　土地所有者の同意書又は契約書の写

(6) 　竹木の裁植若しくは伐採に係る行為又は事業に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受けることを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見込みに関する書面

(7) 　その他参考となるべき事項を記載した図書

イ　縦　断　面　図

(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１

(2) 竹木の裁植若しくは伐採箇所中心部の縦断面とすること。

(3) 竹木の裁植若しくは伐採箇所の上、下流それぞれ500ｍまでとする。

(4) 測量年月日を記入すること。

　ロ　横　断　面　図

(1) 縮尺　縦100分の１、横1,000分の１

(2) 左右岸いずれか一方の堤防を入れ申請区域より余裕50ｍをとること。

(3) 横断面図の間隔は50ｍ以内とする。

(4) 堤防から基準となる固定物を記入し、これにより竹木の裁植若しくは伐採部に至る距離を記入すること。

(5) 測量年月日を記入すること。

ハ　工　程　表
ニ　土地台帳図写

　　（公図及び謄本）

(1) 　縮尺1,000分の１以上

(2) 　法務局保存土地台帳図写とする。

(3) 　申請位置を朱書で明示すること。

(4) 　河川区域、官民境界を朱線で明示すること。

ホ　現況写真
ダム又は堰以外の工作物については、作成す


ることを要しない。
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